
今こそ
知りたい！

人気のオリジナル
鉛筆を復刻

【アクセス】
電車 ・京阪本線『 四条駅』 徒歩 分

・阪急京都線『河原町駅』 徒歩 分
・地下鉄東西線『東山駅』 徒歩 分

京都市バス ・『祇園』下車すぐ
※来館者用の駐車場はございません。お近くの
コインパーキングか公共交通機関をご利用ください。

【休館日】月曜日（休館日が祝日の場合、翌平日に振替）
※7月 日 火 ～ 月 日 日 は休館日なし

【入館料】
大人 円／大学生・高校生 円／中学生・小学生 円
小中高生 名以上と同伴の大人は、 名につき 円引き 大人 名まで

【多言語対応】
※英語・中国語・韓国語に対応
・体験シート多言語版 配布
・音声ガイド貸し出し 台 円

▶音声ガイド使用の様子

〒 京都市東山区祇園町南側 番地

電話
ホームページ

八坂神社・知恩院・建仁寺・清水寺に近い立地です。

祇園祭ぎゃらりぃ

【開館時間】 ～ 閉館 分前まで入館可能
※8月 日 土 ～ 日 木 は時間延長 ： ～ ：



ワークショップ
【場所】漢字ミュージアム 階
【申込】開催日の開館（ ： ）以降、漢字ミュージアム券売受付

にてお申し込みください。先着順。

アイロンビーズで漢字！
アイロンビーズを使って、
漢字キーホルダーや
漢字コースターを作ることができます。

【対象】どなたでも
※小学校低学年は要保護者同伴

【時間】 分
【定員】 名
【料金】入館料＋教材費 円

漢字カルタを作ろう！
自分の知っている漢字と部首を
使って、オリジナルの
手書き漢字カルタを作ります。

【対象】小学生以上
【時間】 分
【定員】 名
【料金】入館料＋教材費 円

消しゴムはんこを作ろう！
身近な素材 消しゴム を使って、
古代文字を学びながら
はんこを作りましょう。
【対象】どなたでも
※小学校低学年は要保護者同伴

【時間】 分
【定員】 名
【料金】入館料＋教材費 円

拓本を取ろう！
墨を使って瓦当（がとう／屋根の先端の円形または半
円形の瓦）から文字や文様を紙に写し取ります。
【対象】小学生以上

※筆ペンで漢字を書きます
【時間】 分
【定員】 名
【料金】入館料＋教材費 円

粘土で漢字を作ろう！
漢字から想像した風景や物などを
粘土を使って表現します。
【対象】どなたでも
【時間】 分
【定員】 名
【料金】入館料＋教材費 円

ワークショップの開催日や時間は、漢字ミュージアム サイトでご確認ください。

漢字で遊ぼう！
お題に合う漢字をさがしてマスに色をぬります。
ぬり終わったらカードにして
持って帰ることができます。
【対象】小中学生

小中学生に同伴の大人
【時間】 分
【料金】入館料＋教材費 円

水書き体験×漢字缶バッジ作り
回で２種類の体験ができます。
①缶バッジ作り
好きな漢字、自分の名前の漢字など
② サイズの特殊な紙に、
筆で大きく漢字を書く

【対象】小学生以上
【時間】 分
【定員】 名
【料金】入館料＋教材費 円

漢字レクリエーション
体を動かしながら漢字に親しむ「漢字フルーツバス
ケット」を開催。

【対象】小学生
小学生に同伴の大人

【時間】 分
【定員】 名
【料金】入館料のみ

漢字（かんじ）るお便りを書いてみよう！
漢字ミュージアムに来て感じた想いを書いてみましょう。
オリジナル切手を貼ることができます。
【対象】どなたでも

※未就学児は要保護者同伴
【時間】 ： ～ ：

※この間いつでも参加
※目安時間 分程度

【定員】なし
【料金】入館料＋教材費 円

年間パスポートのご案内
購入日から１年間、何度でも入館できる、とってもお得な
パスポートです。

【購入方法】
当館券売受付にて販売

【料金】
大人 円
大学生・高校生 円
中学生・小学生 円

講座は、各回違うテーマで、内容が連続する講座ではありません。ご自身の都合やご興味に合わせて受講できます。

開講日 テーマ

月 日（土）
～

古辞書の中の漢字語－日本における用例－
平安時代の辞書の収録語彙が、当時の日本の文献にどのように現れるのか、
辞書の性格と併せて見ていきます。

京都府立大学 文学部 講師 藤本 灯

月 日（土）
～

文字を作る技術
古代中国漢字を生んだ技術とその背景を、殷周時代の金文を例に紹介します。

学習院大学 東洋文化研究所 助教 鈴木 舞

月 日（土）
～

語源辞書『名語記』
鎌倉時代に作られた、日本で最初の語源辞書 『名語記』の魅力を紹介します。

漢検 漢字文化研究所 研究員 小林 雄一

月 日（土）
～

漢字で文章を綴ること－「宣命書き」の役割－
助詞・助動詞などを小書する「宣命書き」を中心に、上代日本における
表記法の特徴と役割について考えます。

甲南女子大学 文学部 講師 根来 麻子

月 日（土）
～

社会の変化と略字
「広」と「銭」という漢字を例にして、社会の変化によって略字が生まれたり
消えたりする現象を考えます。

九州女子大学 人間科学部 講師 山下 真里

月 日（土）
～

漢字注音法の歴史
漢字の発音を表すには、歴史上どのような方法があり、そこから何が読み取れ
るのか、わかりやすく解説します。

漢検 漢字文化研究所 研究員 田中 郁也

各地の研究機関で今、漢字研究に従事する若い研究者たちが、すぐれた業績を着実にあげています。
今回の講座では、伝統的な学問体系をふまえつつ、情報化社会と学際的環境の中から発信される、新進気鋭の研究者
による成果に注目します。

年度 前期 漢検 漢字文化研究所 連続講座 第 弾

※2019年 月時点の所属情報

講座 【場所】漢字ミュージアム 階 多目的室
【申込】電話（ ）もしくは漢字ミュージアム券売受付にて
【料金】（入館料＋聴講料）各回 円（年パスお持ちの方）各回 円

若手研究者からの発信－漢字研究の新展開
年度 前期 漢検 漢字文化研究所 連続講座 第 弾

終了

『論語』は、東北アジアにおける最高の古典である。
古典は、人々に智慧を与え、生きる力の源となっている。
我々にとって、人間とは何か、生きかたとは何か、という
ことは、大きな問題である。その大きな重い問題において、
その解決の方法や方向を示してくれるのが古典である。
『論語』を読もう。
【講師】加地 伸行 大阪大学名誉教授
※『論語』増補版 講談社学術文庫
を購入のうえ、ご参加ください。

加地伸行先生の論語講座
開講日 テーマ

月 日 木 ～ 家族

月 日 木 ～ 冠婚葬祭

月 日 木 ～ 慰霊

月 日 木 ～ 道徳

月 日 木 ～ 教育

月 日 木 ～ 政治

終了


